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特徴・サービス概要

モータの温度に対する設計をCAEの立場から支援いたします。

有限要素法によるモータの温度解析

Cat.No 3E5J-145-00-211007

● CAEによるモータ温度分布解析をモータ設計にお役立てください。

自動車分野を中心に、電動化に向けた流れが加速化し、駆動モータの需要が拡大しています。モータの開発には熱の
問題は見過ごすことができません。モータの耐熱温度を超えると、絶縁物の劣化、部品の破損等の問題が発生し、モータ
の寿命を左右することになります。
電磁場解析技術を適用しモータの温度場解析を実施することで、数値解析によりモータの開発や設計、改良を支援いたし
ます。

8極48スロットのIPMモータによる温度分布の解析事例

IPMモータを対象とした温度分布の解析事例を示します。このモデルではコイル発熱に加え、永久磁石の発熱を考慮して
います。
電磁場解析により、熱源となる損出を算出します。コイルへの通電状況により損失は時々刻々と変化していきますので、
温度計算の際には平均的な損失を算出し、各部位の発熱量として与えて計算をします。
温度計算は、過渡計算、定常計算のいずれも可能です。

弊社では、材料特性や熱特性の計測も実施しています。CAEとの組み合わせによりご提案することも可能です。
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モータ各部位の温度履歴

解析対象：8極48スロット IPMモータ
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